
平成 2 8 年度ほ場整備未来フォーラム 

 

県営ほ場整備事業の開始から半世紀が経過したいま、 

ほ場整備の歴史や事業効果を様々な視点から振り返ります。 

 

 

日時 ： 平成２９年３月１０日（金） １３：００～１６：００ 

会場 ： 秋田県庁第二庁舎 ８階 大会議室 

 

プ  ロ  グ  ラ  ム 

 

（１）経過報告「 秋田県のほ場整備 半世紀の歩み 」 

秋田県農林水産部農地整備課課長  佐藤 暢芳 

 

（２）特別講演「 斎藤宇一郎とほ場整備 ～ 斎藤翁生誕 150 年に想う ～ 」 

公益財団法人斎藤宇一郎記念会会長  佐藤 範義  氏 

 

（３）事例報告「 ほ場整備と園芸メガ団地 」 

農事組合法人能代グリーンファーム常盤代表理事 

二ツ井白神土地改良区理事長       幸坂   登   氏 

 

（４）意見交換会「 未来に向けた秋田型ほ場整備の推進 」 

コーディネーター   秋田魁新報社論説委員    阿部  弘道 氏 

 

パネリスト 

農事組合法人能代グリーンファーム常盤代表理事 幸坂  登  氏 

 

農事組合法人鏡田ファーミング女性部      木村  真幸  氏 

 

大森町グリーン・ツーリズム推進協議会会長    平元 由美子 氏 

 

美郷町町長                                    松田  知己 氏 

 

オブザーバー 

秋田県農林水産部次長                          瀧川  拓哉   

 

 

主催：秋田県農林水産部 後援：東北農政局西奥羽土地改良調査管理事務所、 

秋田県土地改良事業団体連合会 
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